
活動拠点 (問い合わせ先)
水のめぐみ館ウォーターステーション琵琶内 河川レンジャー活動支援室
〒520-2279滋賀県大津市黒津4-2-2
TEL:077-536-3520 FAX：077-536-3530
Ｅ－ＭＡＩＬ：r-manager@water-statio.jp
URL: http://www.water-station.jp/ranger
FB::http://www.facebook.com/BiwakoRanger

平山レンジャー
“川への想いを共有し、課題解決に向けて”

（活動休止中・３月活動再開予定）
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伊東レンジャー
“住民主体による水辺の環境保全のしくみづくり”
大石地区の川沿いの各集落での住民への聞き取り調査
および会報誌作成へ向けて活動中

佐々木レンジャー
“川辺に交流の場をつくる”
旧洗堰の利活用(思い出づくり)と交流の場づくりをしていきます。
★主催：毎月第4金曜日15:00-17:00または日没/旧瀬田川洗堰
(南郷洗堰)/土木遺産を生かしたオープンカフェ/交流の場)の開催→
〈詳細情報１参照〉３月３０日はミニコンサート開催予定

根木山レンジャー
“野洲川の川守りをつなぐ”
守山市中洲学区でのヒアリングを行っています。また、
池本レンジャーを中心に行う野洲川ふれあい広場での
川遊びにも協力しています。

池本レンジャー
“ こどもみらいの川づくりプロジェクト ”

川が大好きな子どもを育てる、川大好きな大人たちとつながり中

佐原レンジャー
（活動休止中）

詳細情報URL
情報１：レトロカフェ
http://retrocafe.info

風レンジャー
“琵琶湖の水をキレイにし隊”
「びわ湖の流域全体で琵琶湖のことを考える。」どんな
ことを考えていったら良いのか？びわ湖畔のいろいろな

活動現場でそのヒントになる小さな声を集めています。

原田レンジャー
“子育て中の保護者と行政・地域住民との交流の場づくり”

（活動休止中）

今年度の最終号
です！！

中学校

河川

管理者
大学

協働

河川レンジャー
（とりまとめ役）
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「野
洲
川
ヨ
シ
帯
再
生
モ
ニ
タ

リ
ン
グ

」は
、
現
地
調
査
し
て

い
る
中
学
校
、
調
査
を
支
援
し

て
い
る
大
学
、
ヨ
シ
帯
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
河
川
管
理
者
が

協
働
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、

こ
の
協
働
の
体
制
作
り
を
支
援

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
地
域
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

中
学
生
の
活
動
発
表
の
場
を

調
整
・実
現
し
ま
し
た
の
で
、

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

去
る
２
月
１
６
日
、
守
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
「
第
１
１
回
川

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
て
、

野
洲
川
ヨ
シ
帯
再
生
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
参
画
す
る
立
命
館

守
山
中
学
校
サ
イ
テ
ッ
ク
部

の
生
徒
た
ち
が
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
成
果
に
つ
い
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

「
川
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
守
山
市
が
主
催
し
、
地

域
の
住
民
で
構
成
さ
れ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
び
わ
こ
豊
穣
の
郷

が
企
画
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
他
に
、
地
元
の
中

洲
小
学
校
の
４
年
生
や
、
大

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

琵
琶
湖
岸
で
の
外
来
生
物
の

除
去
活
動
の
発
表
な
ど
が

あ
り
、
９
０
名
近
い
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

琵
琶
湖
河
川
レ
ン
ジ
ャ
ー

で
は
、
根
木
山
レ
ン
ジ
ャ
ー

が
川
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

運
営
会
議
に
参
画
し
、
野
洲

川
ヨ
シ
帯
再
生
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
提

供
す
る
こ
と
で
、
今
回
の
発

表
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
佐
々
木
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
、

立
命
館
中
学
と
、
京
大
田
中

研
究
室
、
琵
琶
湖
河
川
事
務

所
と
の
間
の
つ
な
ぎ
役
と
な

り
、
事
前
に
２
回
の
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
中
学
生
の
発

表
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。

当
日
の
発
表
で
は
、
地
域

の
み
な
さ
ん
を
前
に
、
自
分

た
ち
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
過
程
で
経
験
し
た
こ
と
を

し
っ
か
り
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。
失
敗
し
た
こ
と
も
隠

さ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
で
得
た

気
づ
き
を
次
の
工
夫
に
活
か

す
中
学
生
た
ち
の
姿
勢
に
対

し
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
で
は
、
現
在
２
名

（佐
々
木
・根
木
山
）の
河
川
レ

ン
ジ
ャ
ー
が
連
携
し
て
協
働
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
レ
ン

ジ
ャ
ー
レ
ポ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
１
６

に
も
記
事
掲
載
し
て
い
ま
す
。


